
現
在
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
３
０
・
８

兆
円
、
そ
の
う
ち
家
計
消
費
は
２

９
９
・
７
兆
円
で
６
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
個
人
消
費
が
実
質

０
・
２
％
増
と
わ
ず
か
な
上
昇
に

と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
横

ば
い
に
な
っ
た
最
大
の
要
因
で
す
。

し
か
も
わ
ず
か
に
実
質
プ
ラ
ス
に

な
っ
た
の
も
物
価
が
下
落
し
た
た

め
。
「
デ
フ
レ
（
物
価
下
落
）
か

ら
の
脱
却
」
を
金
看
板
と
し
て
き

た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
す
が
、
デ
フ

レ
に
よ
っ
て
実
質
個
人
消
費
が
プ

ラ
ス
に
な
っ
た
格
好
で
す
。

深
刻
な
の
は
企
業
の
設
備
投
資

で
す
。
実
質
０
・
４
％
減
と
２
期

連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
消
費
が
伸
び
悩
み
内
需
へ
の

期
待
感
が
持
て
な
い
た
め
、
企
業

が
設
備
投
資
を
控
え
た
結
果
で
す
。

安
倍
内
閣
は
「
企
業
の
税
負
担
を

減
ら
せ
ば
、
設
備
投
資
や
賃
金
は

増
え
る
」
と
し
て
法
人
実
効
税
率

を
引
き
下
げ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
っ

た
く
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な

か
っ
た
の
は
公
共
事
業
で
す
。
予

算
に
計
上
さ
れ
た
公
共
事
業
を
早

期
に
執
行
す
る
こ
と
で
公
的
固
定

資
本
形
成
は
２
・
３
％
増
と
大
幅

な
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
し
か
し

借
金
を
財
源
に
進
め
ら
れ
る
公
共

事
業
で
日
本
経
済
の
低
迷
を
さ
さ

え
よ
う
と
す
る
ゆ
が
ん
だ
構
造
と

い
え
ま
す
。

消
費
が
冷
え
込
ん
で
い
る
最
大

の
要
因
は
、
雇
用
と
所
得
が
安
定

し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
雇
用
者

報
酬
は
前
期
比
０
・
３
％
増
（
実

質
）
、
名
目
値
で
は
０
・
１
％
増

に
と
ど
ま
り
ま
す
。
経
済
財
政
白

書
は
、
個
人
消
費
の
弱
さ
が
目
立

つ
若
年
子
育
て
世
代
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
料
な
ど
の
負
担
が
増
加

す
る
中
で
将
来
も
安
定
的
に
収
入

が
確
保
で
き
る
か
の
不
安
が
あ
る

と
指
摘
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
非

正
規
雇
用
比
率
が
若
年
層
ほ
ど
高

い
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
た
ん
は
国

際
的
に
も
常
識
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

は
対
日
審
査
の
年
次
報
告
書
で
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
つ
い
て
「
弱
い

消
費
、
低
調
な
民
間
投
資
、
低
迷

す
る
輸
出
を
背
景
に
、
成
長
は
弱

く
、
デ
フ
レ
は
根
強
く
残
っ
て
い

る
」
と
指
摘
。
金
融
緩
和
に
つ
い

て
も
「
よ
り
緩
和
的
で
よ
り
長
期

に
わ
た
る
金
融
緩
和
が
潜
在
的
な

リ
ス
ク
を
増
加
」
さ
せ
る
と
し
ま

し
た
。

日
本
経
済
を
立
て
直
す
に
は
、

個
人
消
費
を
あ
た
た
め
る
こ
と
が

決
定
的
で
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
や
社
会
保
障
の
充
実
で
安
心
感

を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（２） ２０１６年８月２８日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №３６４

個
人
消
費
の
上
昇
が

わ
ず
か
に
と
ど
ま
る

東
京
湾
は
戦
後
、
急
速
に
埋

め
立
て
が
進
み
、
現
在
、
内
湾

の
９
割
が
人
工
護
岸
と
な
っ
て

い
ま
す
。
三
番
瀬
の
場
合
、
第

１
期
埋
め
立
て
は
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
第
２
期
埋
め
立
て
を
県

民
世
論
で
食
い
止
め
て
い
る
た

め
、
干
潟
と
浅
瀬
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
小
櫃
川
の
河
口
に
広

が
る
盤
洲
干
潟
（
木
更
津
市
）

は
、
ま
っ
た
く
手
つ
か
ず
の
ま

ま
残
さ
れ
た
き
わ
め
て
貴
重
な

自
然
で
す
。
日
本
共
産
党
の
丸

山
慎
一
県
議
は
８
月
１
３
日
、

「
盤
洲
干
潟
を
守
る
会
」
の
御
簾

納
照
雄
さ
ん
の
案
内
で
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

面
積
は
１
４
０
０
ｈ
ａ
で
日

本
最
大
級
の
砂
質
干
潟
で
す
。

葦
が
生
い
茂
り
、
こ
れ
ま
で
に

確
認
さ
れ
た
生
物
は
、
植
物
３

５
０
種
、
野
鳥
１
２
８
種
、
魚

類
６
０
種
、
底
生
動
物
４
０
種

な
ど
で
、
絶
滅
危
惧
種
の
コ
ア

ジ
サ
シ
や
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
群

落
、
コ
ウ
ボ
ウ
シ
バ
群
落
な
ど

も
見
ら
れ
ま
す
。
要
保
護
生
物

の
ハ
マ
マ
ツ
ナ
や
シ
オ
ク
グ
な

ど
も
少
な
か
ら
ず
生
育
す
る
貴

重
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

無
数
の
ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ
が
元

気
よ
く
走
り
回
り
、
チ
ュ
ウ
サ

ギ
や
ダ
イ
サ
ギ
、
カ
ワ
ウ
な
ど

が
飛
び
か
い
、
た
く
さ
ん
の
花

が
咲
い
て
い
る
光
景
は
掛
け
替

え
の
な
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
豊
か
な
自
然
が
都

心
の
近
く

に
残
さ
れ

て
い
る
の

は
き
わ
め

て
貴
重
で

ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
へ

の
登
録
で

き
ち
ん
と

保
全
す
べ

き
で
す
。

横
ば
い
と
な
っ
た
２
０
１
６
年
４
～
６
月
期
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
。
個
人
消
費
は
伸
び
悩
み
、
企
業
の
設
備
投
資
は
減

少
す
る
な
ど
日
本
経
済
の
低
迷
は
明
ら
か
で
、
安
倍
政
権
の
経

済
政
策
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
の
破
た
ん
を
示
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
設
備
投
資
も

２
期
連
続
マ
イ
ナ
ス

経
済
の
低
迷
を

公
共
事
業
で
穴
埋
め

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破

た
ん
は
国
際
的
常
識

消
費
活
性
化
へ
国
民

生
活
応
援
の
政
治
を

盤
洲
干
潟
を
視
察
す
る
丸
山
慎
一
県
議

（
中
央
）。
後
ろ
は
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
。

＝
８
月
１
３
日
・
木
更
津
市


